
 

 

 人口ビジョン編 

 第２章 札幌市の人口 

意見の概要 修正内容 

「札幌市の人口増加数の推移」のグ

ラフは、どのようにみればよいか。 

≪Ｐ７≫ 

図表「札幌市の人口増加数の推移」に注釈

を追記 

【注釈】各年 10月１日を基準とした５年間

の増加数である。 

「転入超過数の推移」、「転入者数及

び転出者数の推移」の図表の掲載順

について、本文の記載と合わないた

め、逆にした方がよい。 

≪Ｐ９≫ 

「転入超過数の推移」と「転入者数及び転

出者数の推移」の図表を入れ替え 

「総人口に与えてきた自然増減と

社会増減の影響」の図表の数字（50、

55、60…）について、数字が元号で

あることをわかるようにすべき。 

≪Ｐ10≫ 

図表内の数字に元号を追記 

「人口減少に対応するために札幌

市において必要だと考える取組別

割合」などの図表について、割合が

高い順に並べた方が見やすい 

≪Ｐ14、18≫ 

回答割合が高い順に図表を変更 

 

 第３章 札幌市の人口動態の考察 

意見の概要 修正内容 

合計特殊出生率を最新の数値であ

る平成 26年値に変更した方がよ

い。 

≪Ｐ15等≫ 

【合計特殊出生率】 

平成 25年 1.14 

↓ 

平成 26年 1.16 

 

※全国、東京都、北海道の数値も平成 26年

値に変更 

  

 パブリックコメントに基づく当初案からの変更点 



総合戦略編 

 計画書全体 

意見の概要 修正内容 

合計特殊出生率と転出超過数の数

値目標の根拠を分かりやすく伝え

てほしい。 

≪Ｐ29≫ 

【数値目標】 

平成 42年（2030年）までに合計特殊出生率

を 1.5まで上昇させることを目指して、平

成 31年（2019年）の数値目標を設定します。 

↓ 

平成 42年（2030年）までに合計特殊出生率

を 1.5まで上昇させることを目指します。

その過程として、平成 31年（2019年）には、

平成 15年以降 14,000人台で推移してきた

年間出生数を、15,000人台にまで上昇させ

ることを目指して数値目標を設定します。 

 

道外への転出と道外からの転入の差し引き

を均衡させることを目指して、平成 31年

（2019年）の数値目標を設定します。 

↓ 

道外への転出と道外からの転入を均衡させ

ることを目指します。その過程として、平

成 31年（2019年）には、転出超過数を半減

させる数値目標を設定します。 

 

 

  



 第２章 基本目標 

 基本目標１ 安定した雇用を生み出す 

(1) 札幌市産業の競争力強化【分野別】 

意見の概要 修正内容 

ホテル建設の対策を行うなど、より

多くの観光客を受け入れることが

できる環境をつくるべきではない

か。 

≪Ｐ31≫ 

●外国人観光客の受入体制整備 

【施策内容】 

客室グレードアップなど外国人富裕層等の

受入環境を改善する宿泊施設の増改築を支

援します。 

↓ 

外国人富裕層等に向けた客室グレードアッ

プといった宿泊施設の増改築等への支援

や、急増する宿泊需要への対応策の検討な

ど受入環境の改善に取り組みます。 

 

 (2) 札幌市産業を支える基盤づくり【業種横断的】 

意見の概要 修正内容 

競争力を高める付加価値の創出と

して、ＩＴ企業の市場開拓に触れて

いるが、札幌はコールセンターか、

下流過程（詳細仕様作成とプログラ

ミング、テスト）に限定されている

ので、いわば「ＩＴ出稼ぎ」ができ

るよう「都内の住居費と往復の交通

費を自腹で払う」方々へ補助するな

ど、ＩＴ企業を支援する仕組みを考

えてはどうか。 

≪Ｐ36≫ 

【施策の追加】 

●ＩＴの積極的な活用による戦略的な地域

活性化 

スマートフォンの普及やＳＮＳ （ソーシャ

ル・ネットワーキング・サービス）の発展

など、市民を取り巻く情報通信環境の急速

な変化に対応し、ＩＴの利活用を進めるこ

とで、様々な分野の産業振興や市民の暮ら

しの利便性向上を図る総合的な計画を策定

します。 

 

  



 (3) 地域が必要とする人材の育成・定着 

意見の概要 修正内容 

息長く専門家で活躍する風土があ

る海外のように、60代前半でも第

一線の仕事を続けられる環境を整

えるため、雇用の機会を増やすな

ど、求人側の発想を変えるように、

札幌市から働きかけてほしい。 

≪Ｐ39≫ 

また、就労の不安を軽減し、将来にわたり

安心して活躍できる環境づくりに取り組み

ます。 

↓ 

また、若者や女性の就労の不安を軽減し、

将来にわたり安心して活躍できる環境づく

りに取り組むとともに、高齢者が、豊富な

経験や知識を生かしながら働き続け、ある

いは、まちづくりの担い手となり、サービ

スを受ける側だけではなく、サービスを提

供する側となって社会に貢献できるよう環

境を整えるなど、誰もが生涯現役として輝

き続ける街の実現を目指します。 

 

第３章 未来創生アクション 

意見の概要 修正内容 

札幌市の取組を知ることができた。

これからも、障がい者や高齢者、妊

婦などサポートの必要な人が安心

して暮らせる街にしてほしい。 

≪Ｐ52≫ 

将来を担う若者や子どもたちが、明るい未

来を描くことができる「さっぽろ」の実現

に向けて、 

↓ 

札幌市では、まちづくりの指針である「札幌

市まちづくり戦略ビジョン」において、目指

すべき２つの都市像「北海道の未来を創造し、

世界が憧れるまち」、「互いに手を携え、心豊

かにつながる共生のまち」を掲げ、その実現

に向けた取組を進めています。この目指すべ

き都市像を実現することで、「さっぽろ」のま

ちの魅力が高まり、将来を担う若者や子ども

たちが、明るい未来を描くことができると考

えています。 

この計画においても、「さっぽろ」の魅力を高

めるため、 

 


